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株式会社サンプラネット（A） 
５社合併への挑戦---サンプラネット誕生--- 

 

 2002 年４月、エーザイ株式会社の子会社５社は１つの企業として合併を果たした。企業名5 

は「株式会社サンプラネット」である。５つの子会社は、いずれもエーザイを株主とするサ

ービス系子会社であったが、これまではお互いに仕事上の関係はなかった。 

 しかしエーザイの関係会社担当の責任者は次のように関係者に語った。 

 

「小規模の子会社が個々に IT 化をすすめたところで今後の競争には勝ち残ってはいけな10 

い。また、同じ仕事が各会社に分散しており、大変非効率である。これを合併することによ

って、大規模な IT 投資が可能な規模の企業になってほしい」 

 

 ５社合併に先駆け、その１年前には、「株式会社サンプラネット」が資本金 4 億 5500 万円

で設立された。会社設立時の社長には、当時、エーザイ株式会社執行役員経理部長であった15 

神保正男氏が就任した。その後、サンプラネットおよびエーザイの株主総会を経てエーザイ

出身の岡林功氏が選ばれた。岡林氏はエーザイの企業倫理・広報法務担当の取締役兼執行役

員として活躍されていた方であった。 

 

 岡林氏は、2001 年エーザイ子会社５社の持株会社として設立され、2002 年以降は５社と20 

合併する株式会社サンプラネットの社長就任を受け、本格的な経営を行なうにあたり考え込

んだ。  

「５社はそれぞれ沿革も異なる。仕事をしてきた地域もまったく異なる。そんな会社をう
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